
 

 

一人の女性にもコミュニティにも話されたイエス様 

2022 年 6 月 12 日 

ヨハネ 4:5-26 

 5-6サマリヤのスカルという村にさしかかったのは、ちょうど正午ごろでした。そこに、昔ヤコブが息子ヨセフに与

えた土地があり、ヤコブの井戸がありました。日がかんかんに照りつける長い道のりを歩いて来られたイエスは疲

れて、井戸のそばに腰をおろしました。 

7まもなくサマリヤ人の女が一人、水を汲みに来ました。イエスは、「すみませんが、水を一杯下さい」と声をおか

けになりました。 8そのとき弟子たちは、村に食べ物を買いに行っており、ほかにはだれもいませんでした。 9女は

びっくりして言いました。「まあ、あなたはユダヤ人ではありませんか。サマリヤ人の私に、どうして水をくれなどと頼

むのですか。」当時、ユダヤ人はサマリヤ人を見下し、口をきこうとさえしなかったのです。 10「もし、神があなたに

どんなにすばらしい贈り物を用意しておられるか、また、わたしがだれなのかを知っていれば、あなたのほうから、

いのちの水を下さいと願ったでしょう。」 11「そんなこと言っても、あなたは水を汲むおけも綱も持っていないのです

よ。この井戸はとても深いのです。そのいのちの水を、いったいどこから汲むのですか。 12あなたは、私たちの先

祖ヤコブ様よりも偉いと言うのですか。ヤコブ様はこの井戸を私たちにくれました。ヤコブ様も、その子孫も家畜も

みんな、この井戸の水を喜んで飲んだのです。これより良い水をくれると言うのですか。」 13イエスは言われまし

た。「この水を飲んでも、すぐにまた、のどが渇きます。 14けれども、わたしがあげる水を飲めば、絶対に渇くことは

ありません。わたしがあげる水は、それを飲む人のうちで永久にかれない泉となり、いつまでもその人を永遠のい

のちで潤すのです。」 15「先生。そのような水があるなら、私に下さい。そうすればのども渇かないし、毎日こんな遠

くまで歩いて、水汲みに来なくてすむもの。」 16「帰って、夫を連れて来なさい。」 17-18「……。私、結婚なんかして

いません。」「そうですね。あなたは五回も結婚したけれど、今いっしょに暮らしている男は、確かに夫ではありませ

ん。」 19「先生。あなたは預言者でしょう。 20だったら教えてください。ユダヤ人は、礼拝の場所はエルサレムだけ

だと言いはるし、サマリヤ人は、私たちの先祖が礼拝したこのゲリジム山だと言っています。どうしてなのです

か？」 21-24「いいですか。父なる神を礼拝する場所は、この山か、それともエルサレムかなどと、こだわる必要の

ない時が来ます。大切なのは、どこで礼拝するかではありません。どのように礼拝するかです。霊的な、真心から

の礼拝をしているかどうかが問題なのです。神は霊なるお方ですから、正しい礼拝をするには、聖霊の助けが必要

です。神はそのような礼拝をしてほしいのです。あなたがたサマリヤ人は、神のことはほとんど何も知らないで礼拝

していますが、私たちユダヤ人はよく知っています。救いはユダヤ人を通してこの世に来るのですから。」 25「私

は、キリストと呼ばれるメシヤがおいでになることだけは知っています。その方がおいでになれば、いっさいのことを

説明してくださるのでしょう。」 26「わたしがそのメシヤです。」(リビングバイブル) 

 

 

 

 

 



 

 

１．人目を避けて井戸に来た女性にイエス様は話された 

 「水」についてのやりとり  

 

 イエス様が言っている「水」は「聖霊なる神様を介しての、心を潤す永遠の命」 

 「夫」のことから、イエス様がどういう者かについてのやりとり 

  

 女性に一番響いたのは？  

 

 

 

２．サマリヤの人々にもイエス様は話された 

 

ヨハネ 4:28-30、39-42 

 28女は水がめを井戸のそばに置いたまま村に帰り、会う人ごとに話しかけました。 29「ねえ、来て、会ってご

らんよ。私のしてきたことを、何もかも言い当てた方がいらっしゃるの。あの方こそキリスト（救い主）に違いない

よ。」 30 この誘いに村人たちは、イエスに会おうと、ぞくぞくと押しかけました。 

39スカルの村から押しかけたサマリヤ人の多くは、例の女が、「あの方は、私のしてきたことを何もかも言い

当てた」と言うのを聞いて、イエスをメシヤと信じました。 40彼らは井戸のところに来てイエスにお会いすると、村

に滞在してくださいと頼みました。そこでイエスは、二日間滞在しました。 41その間に、さらに多くの人がイエス

のことばを聞いて信じました。 42人々は女に、「もう私たちは、あなたが話してくれたことを聞いたから信じている

のではない。この方が言われることを、じかに聞いたからだ。この方こそ、ほんとうに世の救い主だ」と言いまし

た。 

 

 黙っていられなかった女性 

 

 29節は原語のギリシャ語では疑問形(リビングバイブルでは、彼女の確信を強調した訳） 

「この方こそキリスト様なのではないでしょうか」（現代訳） 

 

 女性のコミュニティの反応はとてもポジティブ 

 

 

 イエス様は二日間滞在し、さらに多くの人が信じる(40-41節) 

 

 42節の人々のことばは、29節の女性の疑問的問いかけへの応答では？ 

 

 救い主イエス様が、距離があったコミュニティをつなぎ合わせている 

 

 


